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下
水
道
管
の
老
朽
化
に
よ
る

道
路
陥
没
が
発
生

　

近
年
、
下
水
管
路
が
原
因
と
考

え
ら
れ
る
道
路
陥
没
は
全
国
で
約

４
千
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
10
セ
ン
チ
程
度
の

小
さ
な
も
の
も
含
め
る
と
、
昨
年

は
、
4
件
の
陥
没
が
発
生
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
原
因
の
多
く
は
老

朽
化
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

老
朽
化
を
放
置
す
れ
ば
、ト
イ

レ
の
流
れ
の
悪
化
や
未
処
理
下
水

の
流
出
、下
水
道
管
の
破
損
に
よ

る
道
路
陥
没
な
ど
、重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

市
内
の
下
水
道
管

の
現
状

　

市
内
の
下
水
管

路
お
よ
そ
８
５
６

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
平
成
27
年
度
末

時
点
）
の
う
ち
、

全
体
の
19
％
程
度

を
占
め
る
約
１
６
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
が
、
壊
れ
や
す
く
な
る
目
安
の

40
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
10
年
間
の
う
ち
に
、

40
年
を
経
過
す
る
割
合
は
46
％
ま

で
増
え
る
た
め
、
管
路
の
計
画
的

な
調
査
と
更
新
が
必
要
で
す
。

調
査
の
結
果

大
半
は
継
続
し
て
使
用
可

　

大
麻
地
区
は
、
管
路
の
建
設
か

ら
52
年
が
経
過
し
、
市
内
で
最
も

古
い
管
路
が
あ
る
地
区
で
す
。

　

老
朽
度
合
い
を
調
べ
る
た
め
、

平
成
24
年
か
ら
平
成
26
年
に
か
け

て
、
遠
隔
操
作
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

車
で
下
水
道
管
の
内
面
を
撮
影

し
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
（
調
査

方
法
の
詳
細
は
、
水
道
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

そ
の
結
果
、ひ
び
割
れ
や
腐
食

　

市
内
で
は
、
管
が
壊
れ
や
す
く
な
る
目
安
の
40
年

を
超
え
る
下
水
管
路
が
全
体
の
19
％
に
上
り
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

老
朽
化
を
放
置
す
る
と
、ト
イ
レ
の
流
れ
の
悪
化

や
下
水
道
管
の
破
損
に
よ
る
道
路
陥
没
な
ど
の
危

険
が
増
す
た
め
、調
査
と
更
新
を
進
め
て
い
ま
す
。
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課
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陥
没
事
故
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ

下
水
道
管
を
更
新
中
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▼ひび割れ

▼

ひび割れ

図１下水道管の内面 

野幌
駅北
側には、カラータイプの

蓋が
約 10

枚設置してあります

平成 27年度に大麻元町で行った
下水道管の新設工事（口径 2.8 メートル）
平成 27年度に大麻元町で行った
下水道管の新設工事（口径 2.8 メートル）
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な
ど
を
確
認
し（
右
図
１
）
早
急

な
対
応
が
必
要
な
部
分
は
、す
ぐ

に
補
修
を
行
い
ま
し
た
。大
半
は
、

適
切
な
処
置
を
施
せ
ば
今
後
も
使

用
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

平
成
27
年
か
ら
は
、
市
内
で
二

番
目
に
古
い
管
路
の
あ
る
江
別
地

区
で
同
様
の
調
査
を
し
て
お
り
、

そ
の
他
の
地
区
に
つ
い
て
も
、
順

次
調
査
を
進
め
る
予
定
で
す
。

来
年
度
か
ら
始
ま
る

下
水
道
管
の
更
新

　

下
水
道
管
を
将
来
に
わ
た
っ
て

健
全
な
状
態
で
維
持
す
る
た
め
に

は
、
補
修
だ
け
で
な
く
、
計
画
的

な
更
新
が
必
要
で
す
。

　

大
麻
地
区
で
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
更
新
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

更
新
に
は
、
古
い
管
の
内
側
に

新
し
い
管
を
作
る
更
生
工
法
の
う

ち
、代
表
的
な
「
形
成
工
法
」（
右

下
図
２
）
を
採
用
し
ま
す
。

　

こ
の
工
法
は
、
主
に
口
径
が
40

セ
ン
チ
以
下
の
下
水
道
管
に
適
し

て
お
り
、
市
内
の
大
半
に
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
中
か
ら

作
業
が
で
き
る
た
め
、
道
路
を
掘

り
起
こ
す
必
要
が
な
く
、
古
い
管

を
撤
去
し
て
新
し
い
管
に
交
換
す

る
「
布
設
替
工
法
」
に
比
べ
て
費

　大麻地区（下水道管調査完了）

　江別地区（下水道管調査中）

用
と
時
間
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
更
新
費
用
は
、大
麻

地
区
で
約
10
億
円
と
な
る
見
通
し

で
す
。

更
新
工
事
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

工
事
の
際
に
は
、
周
辺
の
皆
さ

ん
に
流
し
・
ト
イ
レ
の
使
用
を
控

え
て
い
た
だ
く
こ
と
や
車
両
の
通

行
止
め
な
ど
で
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
。

　

工
事
の
日
程
な
ど
、
詳
細
は
チ

ラ
シ
や
工
事
看
板
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

図２ 新しい下水道管ができるまで ＜形成工法＞

　下水道管内に折りたたん
だ柔らかい樹脂製の管を入
れます。

　空気を送り風船のように膨
らませた上で、熱を加え硬化さ
せ、内側に新しい管を造ります。

１

　8 月 下 旬、 北
海道は台風によ
り大きな被害を
受けました。
 水 道 部 は 8 月
25 日 ～ 27 日 の
3 日 間、 大 雨 に
より断水した空

知地方の市へ、 延べ 20 名の職員と給水車 2
台を派遣し、支援活動を行いました。
　自然災害に伴う支援のため、要請から短時
間で準備を行っての出発となりましたが、2
年前の断水災害で得た教訓やその後の訓練の
成果もあり、無事作業を終えました。
　江別市は日本水道協会に加盟しており、協
会では各種委員会や研修会により水道業務の
質向上を図っているほか、有事の際の相互支
援体制を確立しています。
　今回の支援活動も協会から要請を受けた複
数の市町村とともに行いました。
　今後も日頃の訓練などを通じて災害対応能
力の向上を図り、迅速な対応ができるよう備
えていきます。  水道整備課給排水・維
持管理担当☎ 383-2439

台風被災地で給水支援活動

No.99  水道・下水道特集

Mizu-Kagami

▼▼

２



4広報えべつ2016.12

No.99  水道・下水道特集

Mizu-Kagami

　

水
道
部
は
、経
営
の
指
針
と
し
て
「
江
別
市
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画
」

と
「
江
別
市
下
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
平
成

26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
５
年
間
、
同
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
2
年
目
と
な
る
平
成
27
年
度
決
算
の
概
要
を
中
期
経
営
計
画
と

の
比
較
を
交
え
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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し
か
し
、
管
理
運
営
費
な
ど
の

節
減
に
努
め
た
結
果
、
上
下
水
道

事
業
と
も
2
億
4
千
万
円
程
の
純

利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
安
定
し
た
経
営
を
続
け
る
た

め
、
引
き
続
き
企
業
債
残
高
の
縮

減
に
努
め
ま
す
。

主
要
事
業

①
基
幹
管
路
耐
震
化
事
業

（
水
道
事
業
）

　

災
害
に
強
く
安
定
し
た
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
構
築
を
図
る
た
め
、

基
幹
管
路
（
口
径
の
大
き
い
主

要
な
水
道
管
）
の
耐
震
化
を
進

め
ま
し
た
。

②
処
理
場
・
ポ
ン
プ
場
施
設

耐
震
化
事
業（
下
水
道
事
業
）

　

災
害
時
で
も
一
定
の
機
能
を
確

保
で
き
る
よ
う
に
、
浄
化
セ
ン

決
算
の
概
要

引
き
続
き
健
全
経
営
を
維
持

　

水
需
要
は
人
口
減
少
や
節
水
型

機
器
の
普
及
な
ど
に
よ
り
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

タ
ー
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
の
給
水
量
、
処
理
水
量
は

当
初
の
予
測
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で

減
少
す
る
状
況
が
続
く
と
見
込
ま

れ
ま
す
。経
営
基
盤
強
化
に
努
め
、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
良
質
な
上
下
水
道
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
安
定
的
で
効
率
的
な

事
業
運
営
を
進
め
ま
す
。

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

お
支
払
い
は
口
座
振
替
を
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
を
す
る
と
、
指
定
し
た

市
内
の
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
水

道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
が
自
動

的
に
支
払
わ
れ
る
た
め
、
支
払
い

に
出
向
く
必
要
が
な
く
な
り
、
払

い
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
手
続
き
は
金
融
機

関
の
窓
口
で
も
可
能
で
す
。
通

帳
、
印
鑑
、
水
道
の
お
客
様
番
号

を
確
認
で
き
る
物
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

領
収
の
お
知
ら
せ
の
省
略

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
に
は

領
収
の
お
知
ら
せ
を
発
行
し
て
い

ま
す
が
、
不
要
の
申
し
出
が
あ
っ

た
方
に
は
、
環
境
へ
の
配
慮
か
ら

発
行
を
省
略
し
て
い
ま
す
。
現
在

８
千
件
を
超
え
る
ご
協
力
が
あ

り
、
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
27
年
度
の
会
計
決
算

水
道
事
業
・
下
水
道
事
業

【水量】　　  （単位：千立方メートル）
年間総給水量 10,911（11,144）

年間総処理水量 17,253（18,117）
※（　）内は 27 年度経営計画の需要予測値

【経営指標】　　　　　　　　　　　（単位：％）

項　目 水道事業 下水道事業

総収支比率 111.5％
（109.0）

107.5％
（108.6）

累積欠損金比率 0（-） 0（-）

電子式メータ設置率 35.6％（32.4％）

※（　）内は 27 年度経営計画の目標値

基幹管路耐震化率 11.5％（12.0％）
※（　）内は 27 年度経営計画の目標値

水道水の水質検査結果は、水道部ホームページまたは
水道部営業センターで見ることができます。

※
詳
し
い
決
算
の
状
況
（
決
算
書
）

と
「
中
期
経
営
計
画
」
は
、
水
道
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ(http://w

w
w

.
city.ebetsu.hokkaido.jp/site/
suidou/list152-222.htm

l) 

。

【企業債残高の推移】
年度 水道事業 下水道事業
H25 34 億 9,846 万円 145 億 1,969 万円
H26 32 億　534 万円 137 億 6,296 万円
H27 29 億　958 万円 131 億 3,617 万円

【損益の状況】
項　目 水道事業 下水道事業

営業収益 22 億 7,919 万円 22 億 5,229 万円
営業費用 20 億 7,151 万円 28 億 8,968 万円
営業外収益 1 億 2,437 万円 12 億 4,372 万円
営業外費用 8,307 万円 3 億 6,133 万円
特別損失 106 万円 51 万円
純利益 2 億 4,792 万円 2 億 4,448 万円
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